
１ 取組名称 

  多分野横断で行う次世代情報処理の実践教育 

 

２ 取組組織等 

システムデザイン研究科（情報通信システム学域）、理工学研究科（電気電子工学専攻） 

 

３ 取組実施代表者名 

システムデザイン研究科 准教授 大久保 寛 
 
４ 取組年度期間 

  平成２７年度 
 
５ 取組の概要 

今後１０年以上のスパンで、我が国は、クラウドコンピューティング、グリーン ICT やスマート

テクノロジーなど、環境負荷の少ない機能的な都市・情報通信基盤を求め、技術開発が進んでいく

ものと推察される。そのような情報通信基盤を支える次世代技術が、メニーコア技術に代表される

並列処理システムやデータマイニングや機械学習などのクラウドコンピューティング技術である。 
また、グリーン ICT やスマートテクノロジーは単なる情報処理の孤立した分野という枠には収まらず、

工業デザインやエレクトロニクスや機械工学、金融・経営工学と言った実用的な分野へも広がって  
いる。これらの未来の我が国を支えていく技術の実践的な教育を、学生・院生に対して実施する。 
実践教育としては、自分で考え、自分で実際に手を動かして行うハンズオンの演習を中心に実施

する。その中で、講義や演習の中での情報処理実践教育の取り組み、次世代情報処理技術の基礎  

教育講習会の実施、個別の実践教育講習会の実施とし、さらに海外・学外などから講師を招へいし、

チュートリアル講習やセミナー開催を行う。 
また、システムデザイン研究科だけではなく、理工学研究科（電気電子、機械）および社会科学

研究科（経営学）の教員の協力体制を整え、次世代情報処理の実践教育を多分野横断で、文理を   

超えて実施する。 
 

６ 事後評価の総合評定 

  ３．６ ※審査会（教育担当副学長及び部局長構成）の審査員が行った５段階評価（５～１）の平均点 

 

７ 事後評価に関する審査会での主な意見 

○正規授業開設に向けた準備的な事業として意味があったのではないか。参加学生が多かったこと

も評価できる。 

○情報処理技術を実際に使えるように学生を指導することは、学生の自信にも繋がり、学習効果が

上がるものと考える。 

○複数部局をまたがる事業を企画し、実施した点は評価される。今後、縦と横の関係をより深化さ

せる事業展開へと発展することを期待したい。 

○「知識として知っている」というレベルから「実際に使える」レベルに到達できたかどうかを、

どのように評価していくのか、今後の課題である。 

 


